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資 料
『評伝ピカソ　未知の画集への果てなき旅』の
刊行に際しての著作権問題に対する奮戦記
池　田　節　雄
1　はじめに
　ある年の夏、むし暑い毎日が続いたある日の午後、午睡から覚めてぼん
やりとピカソの画集を眺めていた。筆者の数少ない趣味の一つは絵画を鑑
賞することで、忙しい時でも、10分程度の時問があれば、本棚から一冊
とり出して見ていると、いい気分転換になる。絵画鑑賞といっても、筆者
の場合、美術の専門の知識があるわけでもなく、ただ、気に入った作品を
時々見て楽しむという平凡なものであった。もちろん、絵画展にもときど
き行くが、必ずその時の図録を買って帰ることにしている。おおむね、
ヨーロッパの作品に興味があるので、書店でも画集を購入するのが日常で
あった。
　筆者の悪い癖で、一人の画家に興味を持ち出すと、全作品を独占的に見
たくなり、一人の画家の作品を買い集めるようになる。一時期、オースト
リアのクリムトに興味を持ち、30冊ほど買い集めたことがある。ピカソ
については、特に興味があるわけではなかったが、1973年にピカソが死
亡して、ピカソに関してまとまって多種の画集・単行本が書店に並んだ頃
から買い集めるようになった。ピカソと言えば、筆者は小学生の頃の図工
の教科書で、子供の目が大きく上下にずれた作品を初めて見て、驚いたこ
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とを記憶している。
　午睡から覚めてピカソの画集を見ていた筆者に、どういうわけか、ある
ひらめきが起こった。それはピカソの画集は、他の画集と異なることに気
づいたのである。他の画家の場合、作品のジャンルは二つか三っくらいで
あるのに、ピカソは多種のジャンルに及んでいることだ。例えば、レンブ
ラントは、人物画・歴史画・風景画の画家であるし、クリムトは、象徴主
義、アールヌーヴォ、風景画でオーストリア随一の画家になった。マネは
風俗画の画家であるし、モネは風景画に専心している。しかし、ピカソの
場合、複雑な女性遍歴もあって、多種多様なタイトルの画集があることに
気づいたのである（すなわち、それらが筆者の本棚に並んでいたのであ
る）。例えば、「ピカソと肖像画」、「ピカソとスペインの伝統」、「ピカソの
子供の世界」、「ピカソと女性達」、「ピカソと演劇」、「ピカソとドラ・マー
ル」、「パブロ・ピカソ　フランソワーズとの時代」、「ピカソ、1890年か
ら1912年の風景画」、「ピカソと戦争」と延々と続く。もちろん、「ピカ
ソ」というタイトルで生涯の作品を平坦に並べた画集もあるが、ピカソに
は、上記のように特定のテーマに絞った画集が続々と刊行されているので
ある（他の画家の場合、ほとんど生涯の代表作が並ぶだけの平坦な画集で
ある）。
　この事実に気づいた筆者は、本棚でピカソ関係の本を数えてみると、何
と画集が130冊、単行本が50冊あるではないか。「そうだ。これを整理し
て、ピカソの世に知られない絵について書くと面白い本ができそうだ」と
筆者は、思いついた（なお、ピカソの全作品は8万点に及ぶ）。そして、
何故か、たちどころに次の目次ができ上がった。
　第1章　ピカソの意外な側面
　第2章若き日のピカソ
　第3章　ピカソの女性遍歴
　第4章　ピカソの絵画技法
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　第5章　ピカソの特別テーマ
　第6章　ピカソの版画、彫刻、陶芸、挿絵、詩文
　第7章　自己と向き合うピカソ
　エピローグ　ピカソとは何者だったのか
　この日から、それに続く2ヶ月の夏休みの間、毎日のように、ピカソに
ついて書くことになった。何も考えずに！
2　こうした本を書き上げるとき、全体の目次ができ上がると、あとは各
章毎に集中して書いて行けば自然にでき上がる（筆者は、それまでに何冊
かの著作を出した経験があった）。第1章のピカソの意外な側面というの
は、筆者がとくに強調したかったところだ。ピカソと言えば、何が何だか
分からないキュビズム・シュールレアリスムの作品で余りにも有名である
が、若い時代には印象派の画家のように、かなりの出来映えの風景画を残
していて、それを特集した画集がある。時代が印象派の後期の時代になっ
た1900年ころ、ピカソはモネやピサロの作品を参考にして、風景画を描
いた。しかし、そうした作品により世に出ることはむつかしく、やがてピ
カソは青の時代へ入って行く。また、多様な女性関係で知られるピカソは
4人の子供を持ったが、子供達に対して深い愛情を注ぎ、数多くの作品を
残したがこのことは余り世に知られていない（なお、ピカソの子供達・孫
達は、現在、いろいろな分野で活躍している）。以上のような理由から、
筆者は、まず、ピカソの風景画と子供達の絵画を第1章で書いたのである。
　今回の場合、ピカソの画集に加えて数多くあったピカソの単行本を引用
して、ピカソの各時代のエピソードも挿入して行った。また、取り入れる
ピカソの絵画について、すべてカラーコピーを2枚ずつ取った（1枚は出
版社に送るためのもので、他の1枚は手元の控えであった）。余り一般に
は知られていないピカソの絵画を対象にしたので、有名な「アヴィニョ
ンの娘たち」のカラー図版や「ゲルニカ」の図版は挿入しなかった。「ゲ
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ルニカ」については、本物に代わり、ピカソの最後の恋人であったジュヌ
ヴィエーヴがフランスの子供達に語ったピカソの伝記をまとめた本から、
子供達がつくった「ゲルニカ」の模写を入れた（図版1として末尾に掲
載）。
　この他、何冊かの写真集から、ピカソのエピソードを伝える写真を切り
抜き、本文の中に移した。
　このようにして、夏の終わりに、400字詰めで約400枚の原稿と絵画の
図版207枚のカラーコピー、写真の切り抜き36枚が完成した。
3　夏の問、無我夢中で書き続けたので、正直、出版のことは余り考えた
ことがなかった。ここにおいて、試作品が完成していよいよ出版というと
きになって、大きな問題にぶつかった。それは著作権の問題であった。著
作権は死後50年間は存続される。ピカソは、1973年に死亡しているから、
明らかに、ピカソの作品には著作権が存続している（なお対ヨーロッパに
対しては、第二次世界大戦の期間として、さらに、11年間延長されると
言われる）。余りにも迂闊だった。法律家ともあろうものが、法的問題に
気づかなかったとは（もっとも、ピカソを書いているときの著者はエッセ
イストであったが）。
　そこで、ピカソの著作権を管理するSuccessionPabloPicassoSPDA
（JAPAN）に対して著作権料について問い合わせると、次のような大変
な数字となった。
　カラー1枚にっき、
　　全面サイズ20，500円
　　半分サイズ15，000円
　　4分の1サイズ12，000円
　　8分の1サイズ9，500円
　　表紙70，000円（ただし、ジャガール・ミロにっいては11万円）
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　白黒一枚にっき、
　　全面サイズ10，500円
　　半分サイズ7，500円
　　4分の1サイズ6，000円
　　8分の1サイズ5，000円
　となっている。まさに、絶望的な数字である。仮に207枚のカラー図版
を4分の1のカラー図版にすると207×12，000－2，484，000円となる。この
費用を負担する出版社があろうはずがない。夢想だにしなかった局面と
なって、困ってしまった。この本の性格からして、図版をすべて白黒とし
たら、出版の目的が失われてしまう。カラーと白黒では、絵画を見る立場
からすると、10分の1の価値になってしまう。筆者が元気よく、図版207
枚、写真36枚を選択したが、出版の実現は困難になった。
　このとき、以前、あるとき、民法の1先生から、図版で白黒のものは、
サイズが4分の1以下であれば無償で掲載されるという話を聞いたことを
思い出した。それはどういう意味なのか、文化庁に電話して質間した。そ
の回答は、「著作権法第32条により、こうした図版が、鑑賞に値しないと
きは、引用として許される。それが、どの程度のサイズなのかは、当局と
してはわからず、各自の判断だ」というものであった。それで少しほっと
したが、具体的にはどうしていいかわからなかった。
　ここで、著作権法第32条1項を示すと、
　第32条1項　公表された著作物は、引用して利用することができる。こ
の場合において、その引用は、公正な慣行に合致するものであり、かっ、
報道、批評、研究その他の引用の目的上正当な範囲内で行われるものでな
ければならない。
　ということである。抽象的な表現で書かれており、これからは、何セン
チのサイズなら良いかは不明である（複製品の掲載は、本項の引用とは認
められないとする東京高裁昭和60年10月17日の判例があるが、これは本
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件の参考にならない）。ここからは、筆者の法律家としての仕事になった。
4　まず、ピカソの著作権を管理するSuccessionPabloPicassoSPDA
（JAPAN）に質問することを考えたが、これはおろかな行為だろう。著
作権料の徴収を仕事にしている半公共的機関に対して、どこまで引用とし
て無料ですかと質問しても、答えられないだろうし、仮に答えるとすると
厳しいレベルになりそれを聞いたらこちらが行動しにくくなる。
　そこで、ピカソのある伝記の出版本（白黒の図版しかない）のあとがき
を読むと、学者でもある著者は、学術書で同じ内容で書いたときは、著作
権法第32条2項により、学術書としてすべての図版を引用できたのに、出
版社の出版では制約が多すぎて（つまり著作権料の支払いが高すぎて）、
大半の図版を削除せざるを得なかったと嘆いていた。次に、同じくピカソ
の本を出版している某社の図録を見ると、すべて3センチ×4センチの白
黒図版が延々と掲載されており、全く迫力がなかった。SPDA（JAPAN）
に確認したところ、図版の2分の1とか4分の1というのは、1ぺ一ジの
全体の面積に対する割合を示しており、1ぺ一ジが広くなれば、その分広
くなるとのことである（したがって、多くの画集は大判サイズで出版され
ているのは当然だ）。前述の3センチ×4センチのサイズで出版された本
のサイズは、筆者の今回の『評伝ピカソ』と同じサイズであるので、余り
にも小さくしすぎている。
　それでは、引用としての適法なサイズはどれくらいだろうか。それは、
筆者の法律家としてのセンスを生かして、その限界を見つけなくてはなら
ない。いろいろと考えた結果、まず当然に白黒の図録であり、そのサイズ
は8分の1よりある程度小さくしたもの（60～70％程度）と筆者は結論
した。というのは、白黒の図版でも8分の1のサイズは、SPDA（JAPAN）
で有料とされており、無料のサイズはそこから小さくなったと認識できる
程度ということになるからである。ただし、これだけでは、筆者の独善と
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いうことになるおそれがある。そこで、実例を捜そうとした。ある時、よ
うやく、ぴったりの先例を発見した。それは、青土社の『ユリイカ』の「特
集パブロ・ピカソ」（平成20年11月1日発行）であった。この本のサイズ
は今回筆者が出版した『評伝ピカソ』と同じであり、掲載された白黒の図
録のサイズが、前述した筆者の提案するものとほぼ同じだったのである。
筆者がその編集者に電話で確認したところ、「カラー図版には著作権料を
支払ったが、白黒図版には著作権料は支払っておらず、今日まで、それに
つき何のクレームもない」とのことであった。これを聞いて、ようやく安
心した。
5　ここで、出版社も決定し、出版準備となったが、もう一っ問題が発生
した。それは、予算の問題だった。出版社は、筆者の助言に沿って、筆者
が今回選択した図録・写真をすべて掲載することにしてくれたが、著作権
有料の作品は、予算上、かなり限定されていた。そこで、筆者としては、
最大限有料で作品を掲載したかったので、筆者もポケット・マニーを出し
て、その有料の作品の掲載を増やすことにした。
　次は、作品とサイズの選択であった。その選択は、幸いにも、筆者にす
べて委ねられた。
　まず、本の表紙を飾る絵の選択をどうするかであった。これにっいて
は、筆者は迷わずに、1901年の「クリシー通り」を選んだ。というのは、
これが最もピカソらしくない絵画だったからだ。この絵は、どう見ても印
象派のモネかピサロの絵としか思えない。それもそのはず、この絵は、モ
ネの「キャプシーヌ大通り」（1873年）や、ピサロの「オペラ通り」（1898
年）を参考にして描いた。ピカソは、剰窃の画家と言われ、終生、先人の
画業を吸収して、成長して行った画家なのだ。
　次に、全面サイズのカラー図版5枚を選択した。ここでは、1896年の
風景画「庭」、1922年の「パンを手にしたパウロ」、1895年の「年老いた
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漁師の肖像」、1936年の「海辺のドラ・マール」、1972年の最後の自画像
である「自画像」を選んだ。ピカソは、14歳のときには絵画の古典技法
を完全にマスターしていて、1895年の「年老いた漁師の肖像」では、ほ
とんどレンブラントの腕前に達している。筆者は、この5枚に続いて、さ
らに全面サイズ2枚を選択したが、ここで、思わぬ著作権法上のミステー
クをしてしまった。カラーの全面サイズの著作権料は1枚20，500円である
ので、何とか節約したいと思うのは人情だ。そこで、日本の美術館が保有
する作品を了解を得て掲載すれば、著作権料は無料となると考えた。そし
て、国立西洋美術館所有の1920年作「青い胴着の農婦」（演劇プルチネラ
の舞台装置の習作）とメナード美術館所有の1938年作「ろうそく、パレッ
ト、黒牛の頭のある静物」（第二次大戦中の作品）を選んだ。しかし、後
に判明したところ、SPDA（JAPAN）の見解では、絵画の所有権と著作権
は別の権利であり、“絵画の所有権に著作権は含まれず、これらの作品にも
SPDA　OAPAN）に著作権料を支払わなくてはならないとのことで、実際
に本の刊行後に支払った。法律家である筆者が無知で調査不足であったた
めに、このような結果になった。
　引き続いて2分の1サイズのカラー図版と有料となる白黒図版を選択し
て行った。予算に限りがある中で、掲載すべきものを選択して行った。こ
れは、楽しい作業であった。でき得る限り、未知の作品を選んだ。この中
で、カラーで掲載した1900年の「踊り子貞奴」（当時日本人の踊り子とし
てパリで公演していた）は、興味深いと思われた。ピカソが描いた唯一の
日本人の人物画であったかもしれない。
　その後、残りの全作品を著作権料無料として、全部掲載することにし
た。問題はそのサイズである。1ぺ一ジの8分の1の面積の60～70％に
とどめるために、1枚1枚定規を使って確認して行った。写真についても
同様である。
　ところで、著作権の問題については、作品の本来の作成者の著作権の他
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に、作品の複製そのもの（写真）に著作権があるかという問題があるが、
判例によれば、複製作品に新たな創作活動が加わったわけではないので、
著作権の問題は発生していないとのことであった。そのため、この問題に
悩むことはなかった。
　しかし、無料の白黒複製といっても、著作権法第32条1項の基づく引
用である以上、引用のルールを守り、各作品の名称・所在・所有者名を一
っずつ明らかに示す必要があった。それから、出所として画集・写真集の
出版社と出版年も掲載しなくてはならない。こうして、207枚の図版と36
枚の写真を掲載した。
　最後に、ピカソのエピソードを紹介した単行本についても、著者・出版
者・出版年を明らかにしなくてはならない。こうしたエピソードには、な
かなか面白いことが多かった。
6　最後に
　原稿とカラー・白黒の図版一式を出版者に提出したとき、筆者がつけた
仮のタイトルは、「ピカソ画集の旅一変幻無限の世界」というものであっ
た。ところが、筆者の原稿を読んだ編集長が、これはすでにピカソの伝
記として完結しているとして、「評伝ピカソ＋副題」ということに決定し
た。この副題が長い間決まらなかったが、最後に、筆者の希望を聞いても
らって、「未知の画集への果てなき旅」ということになり、満足している。
表紙の装丁にっいても、出版社が作成した5通りの案の中から、筆者の希
望するものに落ち着いた。
　完成した本を見ていると、よくも、こんなものを作って世に出したと思
う。趣味が高じた結果とはいえ、著作権については全く無知であった。し
かし、著作権に無知だったが故に、207枚の絵画図版・36枚の写真を掲載
することを思いついてしまった。もし、著作権の問題があるという分別が
あれば、このような図版の多いものを作らず平凡なものになっていたか、
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あるいは、そもそも計画自体をやめていたことだろう。その意味で、無知
は人間の行動力の源泉となることが分かった。今回の出版は、ことのほか
大変であったが、それだけに本を出版した喜びは大きい。もっとも、勝手
な自己満足にすぎないが。
　なお、本書の出版後も、書店に行くと続々とピカソの特別テーマの画集
が世に出ているのを目にする（例えば、「ピカソとマリー＝テレーズ」と
題するものなど）。悔しいけれど、その度買い続けた結果、15冊ほど買う
ことになった。今後も買い続けたい。まさしく、ピカソ画集への旅には果
てがない。
趨｛
’ど訓
〃
図版1：「ゲルニカ」の興味深い模写　◎Les61色ves　de5e，4e，3e，Co11さge
La－Fayeite　et　co11さge　SaintJulian，Brioude（Haute－Loire）“Le　Grand
Picasso”EditionsDuROCHER2004から転載
　　　　　　　以　上
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